第 s 章 

文きの入力 


义字キーの巧いかた(►►43ベージ) 


文字の入力-文字の修飾 


义字を入れるには 


文字の入れかたの要点を簡単に紹介します。詳しい操作を巧りたいときは、参照ぺージをご覧くださ 


文字を入れる画面は… 


M 巧名作成画面(►►7已ぺージ） 


文章編集画面 (►► 128ベージ） 


V が'*， 
•1-. 
•* は- 


M • 


1つのキーには2つの文字び書かれていまず。 

医司を巧して、どの文字を入れるのかを選びまず。 


しぁァ a | 


りか' 

M • 


か 

fit • 


四 

四 


ひらがなザ入ります 


キーのち上に■かれたアルファベットサ 
抗ヴ入りまマ 


义きを入れる (►►AS ページ〜59ページ） 


画面ち上の表示によって、入力できる义宇の種頻びをわります。 


ひらがな入力 


重要語巧を覚えましよ5 


本機には文字を入れるとさのいろいろなルールがちりまず。ルールを説明したそれぞれの語句を覚え 
ることが、文字を入れる早道でず。びんばって覚えましよラ！ 


「をく J を入れまず 

_ ▼ 

ちを巧!回か巧して、画面ち上に「ひ SJ 
を表示させる 


カタカナ入力 


語な 

意巧 

を目目ページ 

かな入力 

で:字キーに書かれているひ弓がなどおりに文字を入れ 
るちま。 
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□-マ宇入力 

で字キーに書かれているアルフアベットを巧って□-マ字 
読みで；5：字を入れるち法。 

43 

カーソル 

で字び入る位置を示したマーク。 

34 

入力 

で:字キーを巧してで字を入れること。 

43 

変換 

ひ弓がなで入力したで字を「漢字」にをえること。 

45-48 

変換中 

ほかの核補にをえることびでさる巧態。 

4フ 

無変換 

漢字にをえないで、ひ弓びなを入れること。 

43 

榜補 

入力したひ5びなに当てはまる漢字の種類。 

47 

巧定 

漢字を選び、ほかの候補にをわ5ないよラにミ夫定ずること。 

47 

熟語を換 

かな漢字まじりので:章に変換ずること。 

4己 

単漢字変換 

漢字を1で:字ずつ変換すること。 

48 

テンキー 

巧字を直接入れることびでさるキー。 

32 

巧き 

自分で作ったで字。本樹こないで字を巧いたいときは、自分 
で文字を作ることびでをます。 

62 


回凹 cul ) 


r キク J を入れます 

_ ▼ 

应!^を何回か巧して、画面ち上に「カタ」 
を表示させる 

T 

因回 


•-，が•い 

M ―1 

きく . 


3が. 

ホツ 


まき X * 


r 巧 J を入れまず 

_ ▼ 

を巧回か巧して、画面ち上に r ひ5 J 
を表示させる 


£3回@尾固 


アルフアベット入力- 

rsun 」 を入れまず 

_ ▼ 

应を何回か巧して、画面も上に「まき」 
を表示さはる 

T 

囚國四鹽励 
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.パ* 

4 M ■ 

m . 


•数字を入れるとまは、テンキ ー( 数字キ ー) 巧巧しまず。数字は、どのげ態でを入れることができまず。 
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漢をに巧換ずる 


ひととおりの文章を入れる 


まボラ0まま巧 


ろ©巧まます 


ろ曰春曠ます 


装客おます9 


ろ 

D 


► ► 4已ぺージ 


同音異義語の文宇のとを（候補びいくつをおる r よみ J のを換） 


ごラクれ 


[^換.'〕 


)〔 


爸援9 公菌9 


)C 


講巧〇 公巧9 


► ► 46ぺージ 


単漢宇変換を押してを、希望の漢をにな5ないと宝） 


集9 


巧〇 


酵字心 


暑？ 


X 

X 


厚9 


浸？ 


が 


► ► 48 ぺージ 


义字を間違えたとまは 


間違えた文をを消す （ ►►已〇ぺージ） 

11夕字ずつおず I 確を後 画，し 


田新年 


励年 


^消したい文字に力ーソルを爸わせる 

消したしぶ字に力ーソルを合わせる一區国を巧ず 


間違えた文をを直す（►►60ぺージ） 


おめで百5 
_ L _ 


ぉめで:自 

今 

おめでと呂 


訂正したいで字に力ーソルを合わ廿る 


訂正したい义字にカーソルを合わせる一惶を巧ず一正しい文字を入れて 
1111 D を巧す 


义をび巧けていた旦 （ ►►已1ぺージ） 

/■ヒ因居]!] 


おめで百 


おめでと百 


巧けている文字の、をろのな宇に力ーソルをさわなる一巧けていた文字を入れて 
fWWl を巧ず 


巧換中の文きを巧り消ず （►► Ay ぺージ） 

向词 


liil ] 


細 Eg の 


巧リがと5 


夕字をを換しているを中に、画を2回巧ず 

文ををまとめて消す（►►フ〇ぺージ） 

參部分消去 
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•全义消去 


おめでと51 
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I 文字の人力.文字の修飾 


I で字の人力-で字の修飾 







































































































































































义字を修飾するには 


本樓は、書体(フォント)や文きのおを指定したり、大きさや色を変えることができまず。詳しい操作 
を巧りたいときは、参照先のページをご莫ください。 


文字のおをまめる- 
(►►69ぺージ） 


書巧(フォント)をみめる- 
(►►66ぺージ） 


ひ6がな-カタカナを入れる 


ひらびな-カタカナの入れかたを説明しまず。 

※口 il (-) と 广- 1り、イフン）を固富えないよ弓に、ま意してください。 


ひ6びなを入れる 


例 J さくら 


枉ア A 】 を朽 I 回か巧して、画面ち上に「ひ引を 
表示させます。 


«■ I 


匡ミ) (33 巨 g と巧しまず。 

□- 巧入力のときが 

[ち SU た Air る Kir の U ] 

反 7) と巧します。 

权字の入力ち法(入力 
モード)を切り替える J 
►► 164ページ 


■をカーソルといいまず。文字び入る位置をホ 
します。 


(実行 J を巧しまず。 


.，が♦い 

1 

さく.) 


文をのをを巧える 
(►►68ぺージ） 


カタカナを入れる 


m サクラ 

1 居互)对可回か巧して、画面ち上に r カタ」を 
表示させまず。 


巨ミ)巴司巨 g と巧しまず。 

□一7?スカのときは、 

园园因回 

后71と巧します。 

カタカナはキーを巧し 
たと同時にその文字に 
お定立れまず。 


._)•* ，い 

1 

サクろ I- 


r ぱ J や r や J などを入れる 


キーの上に印刷されていないで字を入力するとさは、このページの表を見て入力してください。 
□—マ字入力のときの文字の入れかたは、18巨ぺージの r □—マ字入力対応表」をご参照ください。 


漢字に変換する 

漢字を入れるには、まずその漢字の r 読み」をひらがなで入れまず。例えば、「巧」は r は財と入れま 
ず。ひらがなから漢字に変えることを「変換」といいまず。括いたい漢字が表ちされた日、 rwwi を 
巧して、ほかの漢字に変わ6ないよラに確定します。 

かなを入れて!■请を巧しても目的の漢字に変換できないときは、単漢字変換を試してみましょラ。 

ひ5がなか5漢宇に変換する方法は、次の2種類ありまず。 

•熟語を一度に変換する(熟語を換） 

•で章を入れてから変換 
-同音異義語を変換(例：公園、講演など） 

「同じ読みのある漢字(同音異義語)を選ぶ」 (►► 46ページ） 

•漢字1で字分ずつ変換ずる(単漢字変換） 

当て字やむずかしし個有ち詞などの変換 

「1文字ずつ漢字に変換する(単漢字変換)」 （►► AS ページ） 


ひととおり文章を入れたおとで漢字にする 


文字の巧 

呼びを 

かな入力のとき 

□—マ字入力のとさ 

は 

清音 

いま 口] 

(13^3 

ば 

潭音 

[ ii ^ ¢3 

戶8| 反 aI 

ぱ 

半濁音 

固の 


や 

沟音 

國回 

回 1^ 

ご 

促音 

ぉ茲1ド〇1 

回回回 


句点 

國回 

国 


読点 

協在 1 ["il 

囚 


m 今日行きます 


「きよういきまず」とひ5びなで入れまず。 


「ゐ J や r る」など旧仮名遣いの夕字はお助け夕字や記号の中に入っています。 r 記号一農」184ページ） 
r お助け文字一覧」（►►202ぺージ） 

か义字や r 々 jr ぶ」などは r お助け文字儀能 J でも入れることびできます。（►►己4ページ） 
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が 


言ま 


を押しまず。 


•} か り，. 


「きようい」と r さます J という2つの言裏と 
認識したため、「驚異 J と変換されます。 

「襄勇」び反窗します。 

夕1つ目の文節び目的 
のま字に正しく変換 
ごむているとさは、 

©を巧して正しく 
変換されていない文 
節に反転を移動して 
ください。最後の文 
節まで目的の漢宇に 
正しく変巧されてい 
るときは、 © を巧して最後ので部に反転;^ 
動して rufi を巧してください。漢字び垣定 
します。 


(11)@と巧しまず。 
「さよラし)」を r さよラ J 
といラ言葉に区切るた 
めでず。 

「さよ 5 J び r 今曰」に変 
換さ〇ました。 


mri を巧しまず。 
「ろ曰 J び確定されま 
す。 

「いさまず」という言葉 
び残ったと認識したた 
め' r 生さます J に変換 
さむました。 


,) が :•♦い‘ 

m : : きます . 


クか：♦い. 

M ■ 
今 【 WlMi 


◎巧のページか6、义字の入れかたを詳しく説明していきまず。 
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キーを巧し間違えてしまつた S … 

•文:字を間違えていた 5' 6日ページ r 間違えた义字を直す J 

•文:宇が巧けていた5 •61 ページ r 文字の巧けているところにで字を追加ずる J 

•文字をミ肖したいときは…60ページ r 間違えた文字を消す J 

-はじめか5やり直したいときは ’70ページ r 文字をまとめてミ肖ず J 


画面に同じ文宇びい<つち表示されたとをは 

キーを長く巧し続けていると、その夕字び連続して表示されます。そのとさは區因を押します。文字び画 
面から消えまず。 

キーは、ポンッと軽くたた<ょラに、巧して<ださい。 

@を巧してミ肖すことびできるのは、力ーソルび文字に重なっているときだけです。 

数字キーを巧し続けたとさや、文字を巧定したあとは、消したい部分にカーソルを合わせて 
畦ほ1を巧します。 


43 


ク 

クツ 

ツシ 

シゴ朝書 
ゴ丸明楷 


參 字 

華狼がホ文 

標愈がえ太 


文字の人力.文字の修飾 


ひらがな.カタカナを入れる 


ひ5びな-カタカナを入れる 


漢字に変換ずる 






































































































































^ を何回か巧して、 r 巧をまず」にしま 


ず。 

鐘を巧すたひに. 

「いさます」の候補び 
巧々に表巧さ〇まず。 


r 巧をまず」になった5、 1ま行] を巧しま 
ず。 


「行きます J り唯定さむ 
まず。 


• 巧 * » » M ( 
今 Htf きまづ 


同じ読みのおる漢字(同音異義語)を還ぶ 


複数の漢字び当てはまる懦み」個音異義語)を選ぶち法を説明します。 

Ml と園 


「こラえん」とひ5びなで入れまず。 




を间回か巧して、 r 。 園」にしまず。 

違)封 

r こラえ A 


^を巧すたびに、 
たうえん」に合った漢 
字び巧々と表示さむま 
す。 


«■ ■ 

m 


を巧しまず。 

「こ5えん J に合った漢字の候捕び表示さ〇ま 
す。 


化国」になコた百、 run を巧します。 
「公国」び確定されます。 


ぎ普巧能について 

「こラえん J といラ読みを「公国」で確定したとします。次回にうえん」という読みで変換すると、「公園 J び 
一番はじめに表示されます。こむは.前回使った漢字を本機び寛えているためです。 

このよラに、前回使った漢字を最初に表示することを学習機能といいまず。 
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1文宇ずつ漢字に変換する(を漢宇を換) 


むずかしい漢字や珍しい固有を詞などは、を巧しても正しく変換されません。このような場合、 
1夕字ずつ目的の漢字に変換しまず。 

m 敦廣(あつひろ） 


「あつひろ」をひ5がなで入れまず。 


,7 ■い 

«■ »- 


〇〇©©を何回か巧して、目的の漢 
字を選び、 cjnT ) を巧しまず。 


ソ^を何回か巧しまず。 

何回巧してち， r 敦 J に 
変換されません。 



I 

H じ.. 


手順3か6 4と同樣の操作をして目的の漢 
き(廣)を還び、 C ^ lf ] を巧します。 


( ii 司を巧しまず。 
r あつ J に合った漢字び 
いくつか表示されま 
す。 


巧巧た巧 


虫 
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漢字禮を使つて文字を入れる(漢字禮臟） 


漢字の読みや、画数などから漢字を呼び出ずことがでをまず。 
漢字の巧び出しかたは、4種類ありまず。 

-「読み」 読みから該当ずる漢字を呼び出しまず。 

- r 総画数」 総画数か5該当ずる漢字を呼び出します。 

-「部首」 部首から該当ずる漢字を呼び出します。 

- r 区点コード」 J 旧区点〕ードから該当する漢字を呼び出します。 


漢字辞書磯能は文字び入力できる画面およぴで面、巧ち （ r 読み」および「郵便番号」入力時を除く）のさ 
メニュー画面から入ることができまず。ただし、文字び末確定のときや、漢字に変換している途中で 
は漢字巧書は使えません。 

• 漢字巧書詳細表示にごいて 


音読み 
JIS 区点コード 


「一」 よ0後ろは 
をりびなです 


人をや地ちなどで使わ n る 
特別な読みかた 


を巧して、表示を切り替えることができます。 


J 旧区点コードとは 

ワープ□やパソコンなどのコンピューターお器は、漢字をを号で管理しています。番号は r 区」と r 点」に分 
か〇ていて、漢字1つに巧して4つの数字び割り当て5れています。コード番号は JIS 規格で定め5れて 
います。189ページからの巧扇漢字一覧をご参照ください。 


ひ S びなをま字にするルール 

「よみ J を入むる 漢字に変える お定する 


こラをん 

這） 

-> 


[ WW ) 

-> 

後援 


さ百に^じ）•を巧すと.「こラまん J に当てはまる 
ほかの候補び麦おさ： n ます。を巧すと，前 
に表おさむていた候補の义字び表示さ〇まず。 


こぅぇで 

/ 

コウエン 

( 

富ま 

\ 

巧巧 


⑤运） 

ん 

魯 

ん 

公国〜 


広适 

I 

請巧 


を巧中に义宇を間違えた6… 

変換中に文字の間違いに気びついたら、面 i ：] を巧してください。 


躍 

liiu ) 

EsSk ) 

liii ) 

-> 

■ 


変換前の「よ别の状態に戻る 
义字をり正することびでさまず 


入力した「よみ」びミ肖える 
はじめから、入力し直ずことびで 
さます 


思いどお0の漢字に巧巧されないのはなぜ？ 

巧のよラなことびちえ5れます。 

♦ 「週（しゆう）」を r しゆう」と入力している 
• r 図（ず) J を口 J と人力している 


かなで入れた义章を漢字にを巧ずるとをのポイント 

ill 栄阳 

① r さかそちよラ」とひ5びなで入れます。 

さかえちよ5 ■. 

② 齒を巧しまず。 

Sn . 

⑤最をので節まで目的の漢字に正しく空換ごれたときは、ころを巧して最をの文節にち拉を移動してくだ 
さレ。 

ここでは0を1回巧します。 


の I 実行1 を巧してま字をおをします。 
ホ町 ■. 


漢字に変換ずる 


1文字ずつ漢字に変換ずる(単漢 i 換) 




数首 
















































































































































































読みか 5 呼び出す 


綻画数か 6 巧び出す 


m 「ぎ」という漢字を呼び出す 


入力したい位置に力ーソルを合わだて、 
g) をがしまず。 



〇 © の 0 を巧して国にし 、 run 

を巧します。 

「挙」といラ漢字について表示さむます。 


LSJU を巧しまず。 

「對という漢字び入 D ます。 


で r お画数 J を涅び、 i 実行 1 を巧し 


、かり, • 

-mtm- 

1. 樹 s 技を入力 


m のと入れて、 I ま巧 ] を巧しまず。 

© または (2 ) で旧数 
を指定することをでさ 
ます。 

10 画の漢字の一覧び 
表示されます。 


•パ*乎い I 

r ; 細 - 巧： 10 ] 

£&£わ巧 WA 阳巧 
巧巧但巧巧巧巧な巧 
A 巧(お財 K な巧げ巧 
化 fflW 件 WnSMff 巧 
装•が微み-も* 
狀<々脂# IWP 則 
I 側 
«•»*> : 


J 旧区点コードか 5 巧び出す 


m 「を」とぃう漢字を呼び出ず 

1 入力したぃ位置にカーソルを合わせて、 
を巧しまず。いが ：,* 
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「挙」の区点コードは「21日3」なので 
121111181のと巧し、 r ま行1 を巧しまず n 
r 学」とい5漢字について表示されまず。 

「内鼠漢字一舊 J 
►►189 ぺージ 

[実行1 を巧しまず。 
r 学」といラ漢字び入ります。 


の©で r 区点 コー ド」を還び、屋互]を 
巧し永 9。 .パ* ■り，‘ 

«41»t -fiSa—r- 

I 広かードを入力 


11階」という漢字を呼び出ず 

1 入力したい位置に力ーソルを合わだて、 

圏を押しまず。障ご "^ 

I 巧で巧しますか？ 


齡-ド 


(5)© の G) をがして圏こし 、 rwin 
を巧しまず。 

r 宰 J という漢字について表示さむます。 

run を押しまず。 

陪 J という漢字びス ■D ます。 


の (S) で「読别を還び、 (EE を巧しま 
ず。 



「あげる J と入れて、 d® を巧しまず。 

「あげる J と読む漢字の 
一宾び表ホされます。 

データに続きびあると 
さは (3)(2 ) を巧すと 
続さを見ることびでさ 
ます。 

• 漢字の「読み」の入力 
ではお助け文字糖能 
は使用でをません。 

. 最大 7 で字まで ;V 力でをます。 
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«首か 3 巧び出ず 


m r 李」といラ漢字を呼び出す 

1 入力したい位置にカーソルをさわせて、 
@ をがしまず。 



の。ののを巧して图こし 、 mn 
を押しまず。 


r 手」び部首のま字の一 
妄び表示されます。 


，著 


I : 巧打： 

I 供け r 仏み似 w 
雌扣樹正け护 r 化巧 
巧酸围肺化快 
视佩菌化伴巧 

沿掉巧おは 


の。で r 部首 J を選び、 I ミな") を巧しま 
す。 



を巧して国にし 、 fwm 

を押しまず。 

r 拳」といラ漢字について表巧さ ri ます。 

ruD を巧します。 
r 学」という漢字び入ります。 

部首びわか D にくい漢字については本宋の部首 
し y 列でを呼び出せるちのびあ D ます。 

( 例： r 岩」は r 山」でを r 石 J でを巧び出せます。） 


階 J の部首の r 手 J は 4 画なので皮 ) 应)と巧 
し、 [ 実行 ] を巧しまず。 

4 画の部首の一宾び表示されます。 

(2 ) または〇で部首の画数を指定することち 


データに続きびあるときは 
に ^ に^を巧すと続きを見 
ることびでさます。 


ir > r * 

i 巧口を进巧 
1<04か麻け> 

‘! t がを吏走义斗斤 
:夕无曰曰巧木义ムダ 
なせ比をを气*化… 
爪乂な H ホ牛た王本 
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. 読みでの検索は「音読み」、「訓読み」、「人をや地をなどで使われる特別な読みかた」のいずれでを検索で 
さます。 

. フォントのデヴィンによ D 同じ漢字でを字のおび異なることびあ D ます。 

• 部首は代表的なちのを採用しています。学説によっては別の部首とするちのちあ D ます。 

.JIS がのま字の区点コードは r - J と表示さ n ます。 

.JIS 規格には収録さ〇ていてち、をくの巧書で読みち意味を不巧としてお 0 扱われているま字は r 音義未 
詳 J と表おさむます。 

. 漢字辞書機能で呼び出した場合は、漢字の学習傑能 (46 ページ）ははたらさません。 

• 文字び入力されたとさは、そのとさのカーソル位置のサイズや色などに合わせて入力さ〇ます。 
. 単位の名巧を漢字で表すちの ( ホ：メートル、巧：ドルなど）は訓読みに含め、ひらびなで表巧していま 
す。 


漢字辞書を使って文字を入れる(漢字巧書機能) 


漢字辞書を使って文字を入れる(漢字巧書機能) 


漢字が書を使って文字を入れる(漢字が書機能) 


漢字が書を使って文字を入れる(漢字が書機能) 























































閒ゃ bJ など M ] しにくい巧綿単に Ml る(棚け巧キ -) 


お助け文き機能を使うと、「是」や「ヮ_!などの入力しにくしな字や、 J に巧の漢字を圍単に入力できま 
す。 

「お助け文字一ち」►►202ぺージ 

n r を」 


國を押しまず。 


I 巧を巧示しますか？ 


RfHOt 戊 

J 1 sy い) j «.} ■: 


のに)のので r を I を選び、 rufi を 
巧しまず。 

r る」び入 D ます。 


(5) ¢5)で r 入れにくい文字 J を選び、 
( IflD を押しまず。 


JISLU 列の漢字を入力 
するとさは、し|侶かの 
漢字 J を違びます。入 
机こくい文字の 一 K び 
表巧さ〇ます。 


，巧 * 

Mhy 


<ぃ巧 

ク ♦ 〇 


_うえたつ. 

ょゎるるをち•づ 

T イウエホツヤユ S 

々ヶクキエブヴずグ 
、 <— 一=巧狂六ヒ 
/ UL 十百千 
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アルフアベットを入れる 

画面ち上が!^字」となっているときは、アルファベットを入れることができまず。 けな入力 、□-マ 
字入力どち5でも操作は同じでず。 

数字はテンキー(数字キ ー) を巧して入れます。ひらびなび入る状態、アルファベットび入る状態、ど 
ち5でち入力ずることがでさまず。 


アルフアベツトの大文字を入れる 


11 AKI 


切ア A | を巧回か巧して、画面ち上に「巧字 J を 
表示させます。 


.) か 

M • 


恒互臣互 ( Lj と巧しまず。 

アルファぺットは キー 
を巧したと同時にその 
夕字に確定されまず。 


アルフアベツトのルタ字を入れる 


例 J aki 


I ぉァ を间回か巧して、画面ち上に「巧字 J を 
表示さだます。 


M I 


恆互を巧しまず。 

小文字び入ります。 [171^ 


•HI I 


D を巧し、 ra から指を斑しまず。 


厚否]巨 g 厚霉と巧しまず。 

アルフ アぺツ トは キー 
を押したと同時にその 
义字に確定さ〇ます。 


，（カンマ）.（ピリオド）を入れるには 

画面ち上び r 英字」となっているとさに.巧のキーを巧します。 
カンマ： GlJ ピ U オド ： GH 
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数字を入れる 


m \ 123-4 已巨7 


の回应)亡]应)固広)広)とがしまず。 


「る」や「ワ」など入力しにくい文字を簡単に入れる(お助け夕字キ I ) 


アルファベットを入れる 


数字を入れる 










































































































に印刷されていない記号を入れる 


聞違えた文をを直ず 


文字を直ずときは、間違った文字をミ肖してか5、そのまま正しい文字を入れまず。 

例 J r ゆきこ」を r ゆうこ」に直す 


を何回か巧して、直ず义字に力一 
ソルを合わせまず。 


3 


正しい女をを入れ、 厂ま 巧 1 を巧します。 
I ■ぅ」 圳。の郁こ入り 
ます。 

すでに入っている义字 
を消さずに、新しい文 
字び追加されます。 


.巧*り 

ゆう g . 


画画を巧しまず。 

「さ」び削除さ n 、 「こ J びつま D ます。 


聞違えた义をを消ず 


で字を1で字ずつミ肖すとさのちまを説明しまず。 

m 「ひつここし」の「こ」を消して「ひっこし」に直す 


1@@を巧!回か巧して、ミ肖したい及字に 
力ーソルを合ねだまず。 


隔~副を巧しまず。 

「ひっこし」にな0ま 
す。続けて夕字を入れ 
るときは、文章のおわ 
りまでカーソルを移動 
させます。 



※最後に入れた文字を消すとさは(¥¥1を巧します。 
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文字を間違义たとをは 

文字を間違えて入れたときの直しかたを説明します。 


記号を入れる 

普通の文字のほかに、いろいろな記号を入れることができます。 


に印刷されている記号を入れる 


普通ので字のほかに、キーに印刷されているいろいろな記号を入れることびできます。記号を入れる 
ときは、アルフ ァベ ットが入る状にしてから入れまず。 


を鄙 


普通の夕字やキーに印刷されている記号 LU 巧の記号を入れることができます。 

記哥ま、6つのグループにがかれていまず。 1 S 4 ぺージの r 記号一篇」を見なが5、使いたい記号が 
どのグループに入っているかを確かめてください。 


I グ^潑⑩ 

m ★(グループ：一版） 

1 區吾]を巧しまず。 


キーにの刷さむている記号 


例 I 干 


I ぉァ を间回か巧して、画面ち上に字 J を 
表示さだます。 

□一7字入力になつて 
いるときは、この操作 
は行ラ必要はありまだ 


じ立を巧しまず。 


。か »*1» 

«■■ 


パ* 



を何回か巧して「★_!を探 

しまず。 


[実行 j を巧しまず。 


〇〇で卜般 J を還び、 fwm を巧しま 
ず。 



..，が， 

«■ •' 

*■-' 

m3*- 


例 I 「あた」を r あさた」にする 


を巧して、追加ずるところに力一 
ソルをさねせまず。 


M ■ 


9 女字を入力して、 CUD を巧します。 


すでに入っている文字 
を消さずに、巧しい文 
字び追加されます。 


が S 


「文字をまとめて消ず」ことをできまず。（►►70ページ） 
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文をの巧けているところに文きを追力 II する 


文字を間違えたとさは 


記号を入れる 


記号を入れる 


で字を間違えたとさは 














































































































































自分で文字を作る(か字） 

尸や正などのように、本機にないで宇や記号を自がで作ることができまず。自分で作った文字をか 
字といいまず。 

が字は巨つまで本機の中に登録 ( 記憶）してお < ことができまず。 

»かぎはこうやって作りまず 

本構ので字 - 記号などはすべて点（ドット ) の集まりです。点を 1 つ 1 つ塗りつぶしたり、消したりす 
ることにより、自由自在に文字を作ります。 



外字を巧るちまとして次の 2 つびあります。どんな外字を作るのかによつてち法を選びましよラ。 


♦ はじめか 5 自分で作る(新規作獻 

… はじめか 5 新しし、文字を作るとき。 


♦ 本機の中にある文字を利用して作る ( 参照作成） 

… r^ 」 やの」のよラに、既巧の文字び利用でさるとさは、このち法び便利です。 


はじめか5自分で作る(新規作成） 


fU 正 


な字に力ーソルが合っていないが態で、 
原透 ] 區暑と巧しまず。 


ろで r 作成 J を選び、 a ® を巧しま 



ず。 

カーソル… 

■のことです。 

スケール… 

現在力ーソルびどこ 
にあるのかを示しま 
す。カーソルの動さ 
に合わせて動さま 
す。 
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本煤におる义をを利用して作る(参照作成） 


11本機の文字「1」を利巧して、正を作る 
1 な字を入力できる画面で、已 ] を巧します。 


(5)(5) で r 参照作成」を遇び、 CWW ) を巧 
します。 


CD© を巧して 、 n J に力ーソルを合わせ 
まず。 


.! か 

• 


t どの »#•： ザ巧？ 


B 9 B 

化ブシック 
明视 

惟 # 


©© で書巧を還び、を巧しま 
ず。 


圆奮) 


と巧しまず。 


A の。で r 巧ぶ J を選び、 mn を巧しま 
1ず。 


自かで巧った文字を巧5 


文字げ入力できる画面でか字を入 n たし、位 
置に力ーソルを合わだます。 



原 55) 區奇と巧しまず。 


じ。に ^) で r 巧化 I を還ぴ、 run を押しま 
す。 


日 3 ぺージのを順 3 か 5 の操作を巧い、外字 
を作巧し登録します。 


で、巧び出ず巧 • 字を還び、 
finn を巧しまず。 

呼び出したか字を削除するとさは、通常の文字 
と同じち法で消します。 

「間違えに文字を消ず」 

►► 已〇ぺージ 


自分で巧った交字巧修正ずる 


週]スー0 


文字び入力できる画面で厚 UdD と巧し 
まず。 


©© で「修正」を還び、 fWW ) を巧しま 
ず。 


0(5)® CD で、修正するが宇を選び、 
rwiE) を巧しまず。 


63 ぺージの手順 3 か S の操作を行い、が宇 
を修正し、登録します。 



自分で作った文字を削除する 


が字を文章の中に入れていたときに、その登録したが字を削除すると、文章の中のが字は空白で印刷 
されまず。 


女字び入力できる画面で [H 翔區哥と巧し 
まず。 


® © で「削除」を涅び、 fwm を巧しま 
ず。 


〇〇 ®© で、削除ずるが宇を選び、 
ruf] を巧します。 


run を巧します。 
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が字作成画面でがきを作成しまず。 


カーソルを移動 
させるとさは 

の。を G ) をがして卜 

ソルを移動しまず。 

点を1つをりつ 
ぷすとさは 

カーソルを目的の位置まで移動 
し、 CD (黒)を巧します。 

点を1つ消すと 
きは 

塗りつぶした点まで力ーソルを移 
動し、 [!]( 白）を巧します。 

減を描くとさは 

面捕卜国谓続入力)と巧し 

てから、カーソルを移動します。 
力ーソルの移動に合わせて、線び 
巧かむます。 

線を消すとさは 

の(白い！;13谓続入力)と押し 
てから、 カーソルをち動しまず。 
力ーソルの移動に合わせて、線び 
消さ〇ます。 


0(5)(^ W を巧して、作つたが字を 
録ずる場所を還ぴまず。 

すでに列字び登録さ ri ている場所を這 
と、そのか字び表示されます。このがお 
[ま巧」を巧すと，すでに作成されてし’ 
夕字が肖まされ、巧しいが字に変わ D ま1 


[ 実巧 1 を巧しまず。 


メッセージを確認し、 rifwi を巧しま 3 


が字が完成したら、 rwif] を巧しまず。 
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か字作成画面で CD ( 黒）または (！]( 白）のどちらかび指定さむているとさは、 （！]( 連続入力）を巧ずた 
びに連続入力を r する/しない J び切り替え5れます。 

斜め方向に連続してドットを塗りつぶしたり消したりすることはでさません。斜め方向に塗りつぶした 
D 消した D ずるとさは.1ドットずつ行ってください。 


自分で文字を作る(外字) 


自分で文字を作る(外字) 


自分で夕字を作る(が字) 
登 ぶでた r 。 


t 


c 


自分で夕字を作る(が字) 














































































文字を入れてか5、区国を巧しまず。 


•) か 雪ず , ’’Hn _ 


HKf か 

■M 

が- jrT « 


〇©© ©で r 文宇体 j を選び. 
[実行1 を巧しまず。 

文字体の種類び表おさ 
れます。 


線 r •• 

風 を，をああ 


で文字のおを還び、 run を巧し 

まず。 


srT » »け >: 


CD ® で夕きのおををえたし、最初の义宇 
を選ぴ、 rwin を巧しまず。 


rr * t •巧 >こ< 

が*年…. 


で文宇のおををえたし、最をの义宇 
を選ぴ、 fUlD を巧しまず。 


1 - * 
... 


♦文字巧を指定した文字を標準の文宇に房すとさは，手順3で r 標準 J を違びます。 

♦「テキスト」に文字体を指定すると、夕字によってはされいにの刷さ〇ないことびあ D ます。はびさなど 
にの刷する前に、必ず試し印刷を巧って、仕上び D を確認してください。 

※厂 か字 J (62 ページ)で作成した文字に、夕字体を指定することはでさません。 
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义をのおを変える(文字か） 


で:面の r 見出し J と「テキスト」で文字を入力できる画面になっていることを確認してください。 

あ藏藏鳥み 


標牵 


白なさ 


を付 


立体 


太で字 


で書体ををえたい最後の文字を選 
び、し実行 j を巧しまず。 


W ■ 1 

imm ... 


文字を修飾ずる 

本機は、で面の r 見出し」と r テキスト」1吕目ぺージ)で書体(フォント)やで字のおを指定したり、 
をを変えることびでをまず。 


文字の書化を変える(フオント） 


文字を入力できる画面になっていることを確認してください。 


ああ ああ 


二[シック 丸ゴシック 


夕辛を入れてから、を?な1を巧しまず。 


B 月巧 


で み i ‘ 


看筆指書 


CD で書巧を還び、 CUE を巧しま 
ず。 


口，*，い‘ 

7 ,ン》 : fk ', • * こ々 

S 旅巧 ••• 


mn.tx *-tHK _ 


に。で r フォント」を選ぴ、 
( 実ぶ1を巧しまず。 


あああ因 


で書がををえたい最初の文字を還 
び、[ま巧1を巧しまず。 


ブンとこ If ? 


文字のちを密える(文字ち） 


文面の r 見出し」と[テキスト」で文字を入力でさる画面になつていることを確認して < ださい。 
♦指定できる色 

黒ホ緑青桃色空色巧色 


な字を入れてか百、医西を巧しまず。 


'、け 


< m *'* 

が 

MMI , 

•; ST « 


©©でをををえたい最初の文字を還 
び、 1実行1 を巧しまず。 


« とこ*’ 

MR * ホ… 


の © で r 夕きを」を選び、 
I 実行 I を巧しまず。 

色の種類び表巧さむます。 


ころでをを還び、 CIS を押しまず。 


Ci ) CE ) でをを変えたい最後の文字を選 
び、〔亥 in を巧しまず。 


£nm 诵 . 


•w m» I 


•書体を指定した文字のずぐ前に文宇を追加ずると，追加した文字をその書体にな D まず。 


m みいうえお 

t 

丸ゴシック体を指定 


あいうえなぞくけこお 

I I 


追加した文字ち丸ゴシック体となる 
•文宇び何をない部せに書体を指定すると、そのあとに入むるス字すべてびその書体にな D まず。 

あいラえおなぎくけこ 


理]あい • -* 

f 言 ' - f - 

毛筆 この部分に丸3シック体を指定 みゴシック巧になる 

※厂 か字 J (62 ページ)で作成した文字に、書体を巧定することはでさません。 


夕字を修飾ずる 


夕字を修飾ずる 










































































































文字をまとめて消ず 

文字を範囲をみめてミ肖したり（部分消去)、入れた文字を全部消ず(全タミ肖去)ことびでをます。 


節囲をみめて消ず(部分消去） 


文字が入力してある画面になっていることを確認してください。 
1 @を巧しまず。 


ぞみ 


[3 | ® CD で r 部巧消去」を遇び、 CIS を巧 
^一一 ' します。 


;，か•一い 
が* A ' 

B 巧お大交わかおじこ. 


で「消去 J を還び、庭互] 

を巧しまず。 


(2)©で消したい最初の文宇を選び、 
[実を J を巧しまず。 


け巧 iB をむザ巧じた 


©©で消したい最後の文字を選ぴ、 
I 実巧 J を巧します。 


■ 1-4 

1お科；»<*ぶじな。ま 


入れた文字をを部消す(を文消去） 


で字び入力してある画面になっていることを確認してください。 


睦53を巧しまず。 


で 茄 


の@で r をで消去 J を還び、 ruin を巧 
しまず。 


のので r はしりを還び、 run を巧しま 
ず。 

操作を中止するとさは、「いいえ」を違び、 
rwiD を巧します。 


风幻®®で「消去」を還び 、 rwin 
を巧します。 
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文字を大をくして確認する(はつをりズーム) 


文字入力画面で、入力している文字を大きく表示しまず。画数の多し、漢字の細かい部分なども確認す 
ることびでさまず。漢字辞書や単漢字変換の漢字候補中に使ラと便利でず。 


鶏鶏確したぃで字に力- 2暨晋誌び 


化大されまず。 


:?がつ巧 

お ■(/ 申し j 


申し上げます 


を 

なな 


このとき<5)(2)©(2)を押すと' 表示フォ 
ントを変えて確認することびでさます。 

表示フォントはじ r シック」执ゴシ」晒 J 愼書 J 
の4種類です。 


元の国面に房るには， rwwi ' (2. 
fe し I を巧します。 


または 


• なの文字はお大表示でをません。 

•文字入力画面!•ツかの文字 
.確定さ打ていない文字 
•改行マーク 
•漢字屏需機能の部首 
• 拡大表示中にフォントををえてち，文字 
入力画面でのフォントはをむ D ません。 


文字をまとめて消ず 


文字をまとめて消ず 


文字を大きくして確認ずる(はっきりズ—ム) 













































































































